
平成25年度

平成29年度

千円

 7 定量的な目標に対する計画の進捗状況
※平成29年度までの進捗状況について,実施計画で設定した指標に基づき,状況値と目標に対する達成率を記載してください。
（指標・目標値を複数設定している場合は，全て記載）。

別紙①②のとおり

 5 過去の補助事業実績

平成２３年度文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業 ―

平成２４年度文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業 ―

平成２５年度文化遺産を活かした地域活性化事業 3,192千円

平成２７年度文化遺産を活かした地域活性化事業 千円

平成２６年度文化遺産を活かした地域活性化事業 千円

平成２８年度文化遺産を活かした地域活性化事業

　普及啓発事業として、世界文化遺産である富士山の保全と地域に伝わる伝統行事の保全に関する取組に係る
冊子（記念誌）を作成し、関係者に配布した。
＜記念誌の内容＞
　・中西進氏の寄稿（信仰と芸術の側面からの富士山の魅力に係る内容）
　・富士山の保全に向けた”富士の国づくり”運動について
　・郷土芸能「北口本宮冨士浅間神社太々神楽」の紹介
　・船津口登山道、御師料理等に関する取組
　・江古田富士（富士塚）に関する伝統行事等の取組
※平成26年2月23日にシンポジウム、講演会等として実施を予定していたが、同年2月14日からの観測史上最大
の降雪のためシンポジウム等は中止とし、各出演者からの寄稿により記念誌として取りまとめ、保全に係る普
及啓発を図ったもの。

　世界遺産富士山ガイドブック英語版を制作し、国外からの訪問者を対象に、富士山世界遺産センターをはじ
め市町村関連施設において配付した。
　世界遺産富士山構成資産ＶＲ映像を制作し、富士山世界遺産センターに導入した。併せて市町村等への貸し
出しの準備を行っている。
　世界遺産富士山構成資産登山道体感タイムラプス映像を制作し、富士山世界遺産センターに導入して活用し
た。
　Rebirth!富士講プロジェクト事業ガイドマップ英語版を制作し、国外からの訪問者を対象に、富士山の巡礼
路を活用した世界遺産の価値の普及と周遊促進を行った。

　平成25年度事業で、世界文化遺産である富士山の保全と地域に伝わる伝統行事の保全に関する取組に係る冊子
（記念誌）を作成し、関係者に配布して保全の大切さを啓発して以降も、富士山の日記念式典において同様の啓
発を継続実施しており、毎年300～500人の参加者に対する啓発を行っている。
　平成29年度事業で制作したガイドブック英語版及びガイドマップ英語版については、国外からの来訪者に配付
し活用されている。構成資産映像及び登山道映像については、今後、活用の場を増やし、定量的な効果を測定す
る。

30 年度

 8 効果等の検証・分析結果
※上記7の進捗に対する検証・分析結果を記載し，併せて定性的な効果を具体的に記載してください。

文化遺産総合活用推進事業　実施報告

山梨県  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

世界遺産富士山普及啓発事業

 6 計画の実施状況（概要）
※平成29年度までに実施した計画の実施状況を記載してください。

世界文化遺産活性化

平成 27 年度 ～ 平成

様式１－２



5% 3445%

年度

人 人 257,269 人 429,246 人 人 人

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31

28 年度 257,000 人 ⇒ 平成 30

具体的な指標１： 富士山世界遺産センターの年間入館者数 関連事業: ②、③

年度 262,000 人目標値１： 平成

7 定量的な目標に対する計画の進捗状況　別紙

年度

具体的な指標２： 富士山世界遺産センターの外国人年間入館者数 関連事業: ①、④

目標値２： 平成 28 年度 107,000 人 ⇒ 平成 30 年度 109,000 人

135,760 人

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31

人 人

24% 1438%

人 人 107,479 人

様式１－２別紙①



％ ％ ％

年度 平成 31 年度平成

平成 30 年度 80 ％

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 ％ ⇒

～ 平成 30 年度

事業概要：
　世界遺産富士山構成資産の登山道を体感できるタイムラプス撮影（静岡県側2ルート）を行
い、富士山世界遺産センターの登山道体感コーナーを拡充し、構成資産全４登山道を体感可能に
する。なお、世界遺産センター体感機器、市町村等への啓発用貸出機器は既存機器を活用する。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 27 年度

％％ ％ ％％ ％

28 年度 平成 29

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 27 年度 平成 30 年度 平成 31 年度年度 平成

具体的な指標：
富士山世界遺産センターにおけるＶＲ映像視聴者のうち世界遺産への関心・理解度が増加した者
の割合（アンケート結果）

目標値： 平成 28 年度

～ 平成 30 年度

事業概要：
　世界遺産富士山構成資産を体感できるVR撮影（25カ所）を行い、富士山世界遺産センターに体
感コーナーを設置する。なお、体感機器は既存機器を活用し、市町村等への啓発用貸出を行う。

％％ ⇒ 平成 30 年度 80

事業②： 世界遺産富士山構成資産映像作成事業 実施団体：
山梨県富士山世界文化遺産保存活用推進
協議会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 27 年度

年度

％％ ％ ％％ ％

事業概要：
　世界遺産富士山構成資産の歴史的成り立ちや相互の関係を来訪者に情報提供するため、世界遺
産富士山ガイドブック英語版を制作する。なお、H28に自主事業で日本語版を制作済であり、国
内外からの来訪者に対して世界遺産センター等で世界遺産富士山の価値の普及啓発に活用する。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 27 年度

28 年度 平成 29 年度 平成

％

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 27 年度 平成

 7 定量的な目標に対する計画の進捗状況　別紙（関連事業）

事業①： 世界遺産富士山ガイドブック作成事業 実施団体：
山梨県富士山世界文化遺産保存活用推進
協議会

～ 平成 30 年度

29 年度 平成 30平成 年度 平成

％ ％ ％

27 年度 平成 28 年度

具体的な指標：
富士山世界遺産センターにおけるタイムラプス映像視聴者のうち世界遺産への関心・理解度が増
加した者の割合（アンケート結果）

目標値：

事業③： 世界遺産富士山登山道映像作成事業 実施団体：
山梨県富士山世界文化遺産保存活用推進
協議会

具体的な指標：
世界遺産富士山ガイドブック（英語版）を使用した外国人のうち世界遺産への理解度が増加した
者の割合（アンケート結果）

目標値： 平成 28 年度

平成 31 年度

％ ⇒ 平成 30 年度 80

30

様式１－２別紙②



％％ ％ ％％ ％

28 年度 平成 29

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 27 年度 平成 30 年度 平成 31 年度年度 平成

具体的な指標：
ガイドマップ（英語版）を使用した外国人のうち世界遺産への理解度が増加した者の割合（アン
ケート結果）

目標値： 平成 28 年度

～ 平成 30 年度

事業概要：
　世界遺産富士山の巡礼路を活用して構成資産等を巡るRebirth!富士講プロジェクト事業のガイ
ドマップ英語版を３種類制作し、国外の訪問者の世界遺産富士山への理解と周遊促進を行う。

％％ ⇒ 平成 30 年度 80

事業④： 世界遺産富士山ガイドマップ作成事業 実施団体：
山梨県富士山世界文化遺産保存活用推進
協議会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 27 年度


